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大 会 発 表 要 旨1998.10.23-24 『デザイン理論』40/2001

ヴ ェ ネ ツ ィア ・ガ ラ ス と ノ ヴ ェ チ ェ ン ト

マ ル テ ィヌ ッツ ィ とカ ル ロ ・ス カ ルパ

佐 野敬 彦/大 阪芸術大学

ヴェネッ ィアのガラス工芸 はルネ ッサ ンス

時代に は一 っの黄金期をみせたが,近 世 では

創造力 も技術力 も低迷 し,ア ール ・ヌーヴォー

時代に もガ レや ティファニーの名声 の陰 にか

くれてひっそ りと日常的,民 芸的な ものを作 っ

ていた。 ガ ラス工芸 の革新 は1920年 代 にな っ

て始 ま った。

それは1921年 に創立 された一っ の工房か ら

であ った。 ミラノの弁護士,実 業家で あり,

ガ ラス愛好家 であ ったパ オロ ・ヴェニ ー二の

っ くった工房 である。彼 はムラノのガ ラス工

房主 ジ ャコモ ・カ ッペ リンと組 んで 「カ ッペ

リン ・ヴェニー二 ・ムラノ吹 きガ ラス会社」

を設立 した。そのアー ト・ディレクターのヴィッ

トー リオ ・ゼ ッキ ンはそれ までのやや粗野 な

装飾性を払拭 レ 透明,あ るいは ごく淡 い色

ガラスでル ネ ッサ ンスのガ ラス器 や陶器 にみ

られ るよ うな単純 化 された端正 な形 のガ ラス

器をデザイ ンした。 それ はルネ ッサ ンスの画

家パオ ロ ・ヴェロネーゼの絵画 に描かれ た古

典調 の形 なので 「ヴェロネーゼ型」 といわれ

るプ ロポー ションの美 しい ものであった。 ガ

ラス芸術 の再生 は古典 に帰 ることか ら始 まっ

た。

近代 ムラノ ・ガ ラスの創造性 を決定づ けた

のは1925年 ヴ ェニ亠二が カ ッペ リンと別 れて

独立 してか らであ り,そ の二人 のデザイナー,

ナ ポ レオ ー ネ ・マ ルテ ィヌ ッツ ィ(1892～

1977)と カ ルロ ・スカルパ(1906～1978)に

よ るもので あった。

マルテ ィヌ ッツィはムラノのガ ラス職人 の

子 として生 まれ,ヴ ェネッィア美術学校 で学

んだ彫刻家 であ った。 ガ ラス ・デザイ ンに携

わるよ うになったの は1923年 か らで,カ ッペ

リンと別れて独立 した ヴェニー二のガ ラス会

社 にアー ト・デ ィ レクター兼デザイナー と し

て招かれたか らであった。1932年 までヴェニー

二の もとにとどまり,作 風 を確立 し,そ の後

1936年 まで 「ゼ ッキ ン ・マルテ ィヌ ッッ ィ芸

術 ガラス ・モザイ ク会社」 で活躍 した。

マルテ ィヌッツィのガ ラス工芸 には二っ の

ジャンルがある。一っ は彼本来 のガラスによ

る彫刻 であ る。初期 では果物や野菜 などの リ

ァルなオブ ジェがっ くられ たが,や がて古典

的な形態 のガラス瓶 の中にサボテ ンや水 棲植

物,さ らには水底か ら立 ち上が る泡がゆ らめ

くよ うな幻想的 な不思議の世界が表 現 され る

よ うになる。 シュール ・レア リスム的 とな る

のである。

もう一つの作品群 は工芸 と してのガ ラス器

で,壺 と しての基本形 はアンフォー ラやオイ

ノコエを は じめ とす る古典 的形態 であるが,

ガ ラス素材 に気泡 を入 れた り,不 透 明な重厚

な色彩を用いて新 しさをみせ,さ らに装飾 と

して奇妙 にうごめ く紐状 の もや蛇 の装飾 もっ

け られて不気 味な雰囲気 を作 っている。二っ

の傾 向に ともに流 れている ものは古典的基本

形 と幻想 的,シ ュール ゼレア リステ ィックな

もの との混在 であ る。 これ は何 なので あろ う

か。

その鍵 はノヴェチェ ン ト芸術運動 にあ ると

考 え られる。 ノヴェチェ ン トとは900,す な

わち1900年 代,つ まり20世 紀 を意味 して いて,

イ タリア20世 紀芸術運動を示す。1922年 批 評

家M.サ ル ファッテ ィと7人 の画家 によ って

結成 され,翌 年 ミラノのペ ーサ ロ画廊 で 「ノ
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ヴェチェント・グループ展」が開かれ,多 く

の画家が出品 した。それは未来派の行 き過 ぎ

に対する揺り返 しで,イ タリア的特性を追求

する近代美術を目指 したものであった。ジョッ

トのような明快な構成 造形的ラォルムをもっ

た新古典主義指向を前提としていた。本来 は

そうであったが,次 第 にナショナ リズムとし

てファシズムの文化一般の傾向と合致するよ

うになる。

建築においても1920年,30年 代の新古典的

傾向をもっものを指すが,古 典を自由に解釈

するものと,古 代建築の再現のようなファシ

ズム建築とがあり,単 純ではないが,合 理主

義建築(近 代建築)と は違って古代建築言語

がみられるものと言えよう。この後者の建築

にあたるものは,た とえばローマのエウル地

区のように古代ローマの再現のような時代錯

誤もはなはだ しい壮大な愚作となるが,初 期

の,た とえばムーッィオ設計の 「ミラノ,モ

スコーヴァ通 りの集合住宅(1923年)で は凱

旋門風のアーチ門や古典建築のモティーフを

自由に奔放に組み合わせてイタリア的特性を

発揮 しようとする熱情が見 られた。 もっとも

奔放のあまり,「醜い家」 と保守主義者か ら

も合理主義者か らも酷評された。 しか し古典

的建築言語の異様な組み合わせを用いてイタ

リア的近代の創造を目指 したものである。

マルティネッティのガラス作品はこの初期

の時代の建築に相当する古典形体と近代的幻

想表現の ミックスしたガラス芸術におけるノ

ヴェチェントであったと指摘できる。

ガラスにおけるノヴェチェントを引継ぎ,

発展させたのがカルロ ・スカルパであった。

彼は後年著名な建築家となるが,ヴ ェネッィ

アの美術学校で建築を学び,1926年 に卒業後,

翌年か ら1931年 までか ってヴェニー二とガラ

ス工房を経営していたカッペリンの会社のアー

ト・ディレクターをっ とめ,さ らにマルティ

ネッティがヴェニー二社を退いた後に1934年

から1947年 まで同社のデザイナーとして大活

躍す る。

スカルパのガラス作品はまずカッペリン社

の専属デザイナーであった先輩のゼッキンの

スタイルの古典的フォルムから始まり,次 第

にそれを単純化 して幾何学形化 していき,古

典の近代的フォルム化を追求 した。古典のも

っプロポーションのよい,端 正な美 しさを彼

は常に持ち続 ける。伝統を否定 した近代では

なく,古 典にもとつく近代である。そこに気

品のある近代があらわれる。いい意味でのノ

ヴェチェントの感覚である。

スカルパはさらに色彩 と装飾で一層近代的

のものとする。朱色をはじめとして強烈な色

彩,そ の一方で黒をはじめとして微妙な色調,

ときに幽玄とさえ言いうるような渋い調子に

まで至 っている。

また彼 は技術においてもヴェネツィアの伝

統を研究 し,使 われな くなった技法 も復活 し,

それに改良を加えて20世紀的感覚の表現に用

いている。網 目文様をっくる 「フェーニチ」,

ルネ ッサ ンス以来の レース ・ガラスの技法を

色彩を加えて豊かにした 「フィリグラーナ」,

モザイク風の 「ミッレフィオー リ」や 「ムッ

リーネ」,カ ットグラスのよ うな陰刻の 「イ

ンチージ」など多 くのムラノの伝統技法を新

しい感覚のもとに自家薬籠中のものとしてい

る。

スカルパの作品は一見したところではいわ

ゆるノヴェチェント様式とは認めがたいと言

えるかもしれない。た しかに彼の作風にはモ

ダン ・デザインの影響 もあり,ま た他方では

日本やアジアか らのヒントも見受けられ,多

様な様相をもっているが,根 本にはイタリア

性が強 く,そ れはノヴェチェントの精神的系

譜にあるものと言えよう。
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